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ルッキズムとその呪い
外見主義；見た目を大切にする
太っている人よりスタイルが良い人
元気な人、明かる人、楽しい人、みんなと仲良し
（親子も）

若いわね（アンチエイジング）…etc
褒めているつもりでも、時に自分の価値観を相手
に押し付けている。

夫婦、家族、友だち、仲間、仕事場・・・、ＳＮ
Ｓ社会によってますます単一の価値観が自他を苦し
めている。苦しめられている。



表出してくる情報をつなぎ合わせる
３か月前に離婚した ■無職である
家族は母子家庭 ■⾧年生活保護世帯
母親は精神疾患 ■父親からDVを受けていた
外国籍 ■最終学歴が中学校
弟は引きこもり家庭内暴力

相手を認知理解をしていくと、困窮に気づく
ことが生まれる。

＊「認知理解」とは相手から世界はどのように見えているのか、
どう感じているのかを言動や現状から理解すること。



｢足元で困った人がいたらどうしますか？｣
あるアンケート結果
約９０％が｢助けてあげる」（親切心がある）

でも多くの場合、
「言ってくれたら」「知っていれば」の条件付き。

困窮が見えにくい社会である



私たちの身近にいませんか？
自力で生活できない人（扶養者を必要とする人）

社会的孤立や経済的な困窮、生きにくさを抱えている人。
その人が生活課・福祉課題を引き起こしている。

実は見えていない、気づいていないだけかもしれません。








現代社会の特徴
近隣の住民との交わりはいらない
仕事と住まいが分離し、住まいが近い住民同士が
① 助け合わなくても、ほとんど生活できる
② 他者とのつながりがほとんどない
③ 他者に頼らなくても生活できる
地域社会のまじわりがなくても、「快適」な日常
生活が過ごせる。

だから病気・障がい・無職…になり自力で生きら
れなくなると孤立し困窮する可能性が大きくなる



不幸は沈黙している（シモーヌ・ヴィユ）

困窮にある人は自分の窮乏を訴えることは少ない
自分がダメな人間だと思われたくない
恥をさらしたくない
訴えてもむなしい

「ニードは沈黙し、表に現れないことが多
く、潜在している。」 阿部志郎

「個」から「孤」になっている



扶養;自力で生活できない人の支援
福祉制度（フォーマル）
・介護保険・障がい者総合支援、福祉政策・公的扶助…

身近な家族・仲間・友人・同僚・近隣を支援する
（インフォーマル）
・「ケア」が求められている。気にかけること、

思いをやること、心を配ること。
アウトリーチ「Out（外へ）reach（手を伸ばす）こと」
でつながりが求められている。



２．社会関係の希薄
社会の支えあい



老後資金2000万円不足！
 貧困ビジネスとして群馬県の住宅型有料老人ホー

ムは大にぎわい。

 老後が貯蓄や年金で足りない人が多い。



 吉田良男さん（仮名）
・75歳。離婚し一人暮らし。
・自営業の経営者
・国民年金（月6万円程度）
・要介護度４。
・過度の飲酒による肝硬変、高血
圧、糖尿病、脳梗塞で右半身麻痺。
・歩けなく、移動・排泄・入浴・
更衣等全般に介助が必要な状態。





高齢者が支援困難事例となる要因として
①「家族との関係」（ない・希薄・不仲・別居）

②「親族・ 地域とのつながり」
③「認知症」が指摘されている。

近隣の地域 社会との関係が希薄化することで、「寄り
添い、見守る機能」が弱くなる

 高齢者を取り巻く家族、親族、地域といった人間関係、
社会関係の変化は、高齢者 の生活課題を隠してしまい、
困難事例を地域社会に生み出す要因となっている。



家族とは
「家族とは夫婦・親子・
きょうだいなど少数の
近親者を主要な成員と
し，成員相互の深い感
情的係わりあいで結ば
れた，第１次的な福祉
（well-being）志向の
集団である｡｣（森岡清美・望月
嵩編『新しい家族社会学』培風館，1993）

少数の近親者を主要なメンバー
とする集団で、お互いに協力
し合い、幸福を求めて作り出
していく集団。

家族機能

 家族の一人一人が異なる時
間・空間・制度・消費・自己
実現を生きる「個人化」が進
んで家族機能が低下した要因。



現代社会

個人

家族

地域・社会



•

•

•



ケアは自助・互助・共助・ 公助の総合力が必要



今後の日本の動向
人口の減少

高齢者率の増加（20年後に
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• 2050年GDPランキング（カッコ内は2016年GDPランキング）

• 1位 中国（1位）
• 2位 インド（3位）
• 3位 アメリカ（2位）
• 4位 インドネシア（8位）
• 5位 ブラジル（7位）
• 6位 ロシア（6位）
• 7位 メキシコ（11位）
• 8位 日本（4位）
• 9位 ドイツ（5位）
• 10位 イギリス（9位）

国の財政が
弱くなる



憲法改正 ２４条
「家族は、社会の自然かつ基礎的な単位
として、尊重される。家族は、互いに助
け合わなければならない」

＊福祉は家族がやるべきだ
＊個人の責任だ

国家の福祉の責務の放棄
弱者切り捨ての方向 新自由主義の方向



無縁社会
①血縁者;“家族”が支えてきた（日本型福祉社会）

②地縁者;近所・地域が支えてきた（地域コミュニティー）

③社縁者;会社内の人間関係（終身雇用）

今後求められる「支縁者」
地域におけるケア・支え合う関係（縁）の育成
「他人事から我が事」



バイスティック 『ケースワークの原則』
「人と人とのあいだで営まれるさまざまな関係こそ、
人間に真の幸福をもたらす主要な、おそらく唯一の源
泉と考える。・・・その逆も言える。すなわち貧しい
人間関係こそ、人に不幸をもたらすもっとも重要な唯
一の源泉である。」

未来の出現未来の出現 存在の肯定存在の肯定

新しい未来の可能性（物語の発見）新しい未来の可能性（物語の発見）



ケアの『自立』とは“依存”である
拠れる先がたくさんあること
依存先がたくさんあること
＝自立 →「自立とは依存先の分散」である
＝①たくさんの人（友人・仲間・ボラ・ケアの専門家等）

②公共サービス（インフラ;福祉や医療サービス、公共機関等）
③便利なモノ（福祉用具等）を活用すること

特定の依存先に強く依存することがない

ない（少ない）
特定の依存先に強く依存する＝支配される、自らを委ねな
ければならない
（東京大学先端研究所専任講師熊谷晋一郎氏）



３．できること
社会のつながりや参加の支援



Y さ ん

★生活保護世帯で貧困
★義父（２人）と母から虐待
★兄弟はみなお父さんが違う

★小３から虐待から逃れるために
昼夜徘徊・万引き繰返
★児童養護施設保護
☞傷害で少年院送致

 今年５月２７日に関東の少年院から退院
 保護観察中



触法者・虐待・非行者
親から虐待を受ける ⇒非行に走る
そこには家庭の困窮（貧困）
障碍を抱えている人も少なくない

親も同じように親から虐待を受け、家庭困窮の人
も少なくない

親が障がいを抱えているケースも少なくない

刑務所に服役している人の4人に1人は知的障がい
の可能性がある。ボーダーも多い。



個人史
生後まもなく実父が失踪する。
実母は生活保護を受給しながら子育てをする。
本人が4歳頃、実母はヘルペス脳炎を発症。
後遺症で火事ができない状態となり安定した養育環境でなかった。
家は貧しく衣類もボロボロで臭いといわれていじめられる。
徐々ににおいが気になり、学校を休みがちになる。
本人11歳の時に実母が意識障害で緊急搬送入院退院。
家庭はごみ屋敷となり、実母は排尿・排便垂れ流しで家は異臭がきつくなる。

しかし本人は対処の方法も分からず、誰かに相談もできなかった。愛する実母
を助ける術も知らない自分がつらく泣くしかできなかった。

本人は中学に入り自傷行為と薬の大量摂取で現実から逃避する。
中学2年の時、通報により児童養護施設に入所。市立高校に入学する。
そして傷害事件。
帰る場所・社会で受け入れる場所が見つからず刑期終了後も少年院に隔離され

る。



貧困率（2015年）厚労省調べ
全体の貧困率…１５．６％（主要国で最悪レベル）
子どもの貧困率…１３．９％
ひとり親世帯貧困率は５０・８％（主要国最悪レベル）
＊貧困率:子どもを含む国民一人ひとりの真ん中の人の額の半分（今
回は１２２万円）に満たない人の割合。

ある調査では児童養護施設の子どもの約２５％がしょう
がい（知的・発達）を抱えているといわれている。



虐待・非行・犯罪…で感じたことは
「生きてるのがつまらない」
「生きている意味がない」
「俺は生まれてこなかったらよかった」
「死んだ方がいい」
「誰も助けてくれる人がない」
•☞スピリチュアルな苦しみと痛み



ピアサポート（Peer support）
同じような立場の人による

サポート

社会に埋もれている
彼らでしか開けない社会がある



アスペルガー症候群の人（ＡＳＤ）



Kさん

元共産党市議会議員（3期）
双極性感情障害［躁うつ病］
自己破産



Sさん、２８歳・男性・中卒、引きこもり１６年



ケンカ集団 黒鷲 元ヘッド
隣県の元不良グループリーダー
行政機関でトラブルになっている人物
恫喝などを行政でする
身体はマッチョ
20歳代後半



Fさん・Nさん



精神障害の手帳取得者
統合失調症患者
ギャンブル依存症
借金でブラックリスト
元違法ドラック使用者

私から毎日1000円の
金銭管理を受けている



職員
①発達障碍者
・ADHD（注意欠如・多動症〔過活動〕）
・ASD（自閉症スペクトラム障害/旧自閉症・アスペルガー症候
群）

②精神障害
・うつ病 ・双極性障害〔旧躁うつ病〕 ・統合失調症
〔幻覚や妄想という症状がでる旧精神分裂病〕

③更生支援者（元やくざ）
④アディクション（ギャンブル・アルコール）



ピア・サポート
大学・職場・ケア現場で行われている
ピア;仲間・同僚 ■サポート；支援
ピア・サポート；仲間だからこそできる
         相互に支えあう
安心・絆を生む
相互にサポートを与え受けたりしながら成⾧・
回復をする

そこで得た知識やスキルが身に着き、学習する
ことができる



ロールモデルをモデリングする
「ああいう人になりたい！」という人。

自分にとって具体的な行動や考え方の模範と
なる人物。

人はその影響を受けながら成⾧できる。



ダイバーシティ（多様な個性）を生かす
リミッター（先入観、偏見、固定概念の限界・制限）を
外される

・自分自身（自己）を見つめ直すチャンスになって成⾧できる

視座を変えられる

イノベーション（改革）を生む
• 異なる視点の発想でイノベーションが生まれる。
• 多様なアイデアや経験を活かせる。

人間の尊厳;すべての人間は違いのいかんにかかわらず、かけがえのない存在で
ある。

社会正義;差別、貧困、抑圧、排除、暴力の無い、自由、平等、共生に基づく社
会の実現となる。



どんな場所が必要ですか？
交流できる場所

ありのままでいられる居場所（批判されない）

「誰かの役に立っている」

家庭と学校（職場）以外の第三の“場所”と“人”



ホッとスペース中原に来て感じること
生まれて初めて、

「必要とされている」と感じる！！！

心が「くすぐったい！」
素直に「嬉しい」と言えない。

「でも欲望（利己）よりも、
人から必要とされることの方が全然嬉しい！！」

ボランティア活動で生きている実感を感じる
「自分だからこそできることがる」

「今度は自分が支える側に！」



これから

学校に復学
学校卒業
未来よりも「今」を生きることを
大切にしたい！！

☞未来に対する期待や希望、信頼で
きる経験がない



カールロジャーズ
人間は、共感的で深く信頼できる人間関係
や生活環境と出遭うことができれば、あり
のままの自然な傾向として『発展・成⾧・
回復・健康』といった適応的な良い方向へ
と変容していく性質（内的資源）を本来的
に持っている。＝



貧困
①経済的貧困
→モノやお金がない、安心できる住まいがない

②社会（人間）関係の貧困
→助けてくれる人や家族、友人がいない

③欠如の貧困
→自分のもっている潜在的な力を発揮することが
できない



ノンコア業務
高度な専門性を要しない業
務。ふれあいを中心。

掃除・洗濯・リネン交換、傾聴など
をボランティアさんや障碍者・高齢
者の方々、介護予防者・ひきこもり
や等

自分自身を自覚し特性を知っていく。



レジリアンスをつくるポイント
１）役に立たない「思いこみ」を変える

思い込みや信念、心が折れるやすい先入観を自覚して手放す

２）「やればできる！」という自信を身につける
自分が過去において逆境から乗り越えてきた体験を分かち合う

３）自分の「強み」を活かす
他者から教えてもらう

４）こころの支えとなる「サポーター」をつくる
周りの人間関係に助けられて逆境を乗り越える。

５）「感謝」のポジティブ感情を高める
自分の身近にいる人に感謝の気持ちを持つ



惜しみなく褒めること
『ストローク』
相手を認めること。声かけ、褒めたり、ほほえみか
けたりする行動。

『ディスカウント』
相手の行動を値引きすること。禁止、批判する、馬鹿に
する、無視する行動。

人は肯定的なストロークを受けとれば受けとるほど幸福
感が増す。貯金のように心に蓄えられていく。



人は自分に好意を示してくれる相手に、
自分もそれに見合った行為を返そうとする

～ 好意の互恵性 ～
自分から相手の良いところを見つける
好意的に解釈する
「笑顔が素敵な後輩だなあ！」「まじめに取り組んでいる」

「遅い」のではなく、「丁寧」など
→どんどん相手を好きになる努力をすること

好意をもたれた相手は、相手に好意を返してくれる
相手を妬み、怒り、愚痴など悲観的な感情をもっている
と、相手も同じ感情で返す。

笑顔で応対すること！作ってもスマイル！



IとYouメッセージ
Youメッセージ; 「あなたは～です」

すごい、すばらしい、すてき、いいね、最高…
Iメッセージ; 「私は～です」
うれしい、ありがとう、助かった、ほっとした、期待し
ている、頼りになる…

Youメッセージは相手の記憶や感情に残りにくい
Iメッセージは相手の記憶や感情に残りやすい
人を介してほめる、みんなの前で褒めると効果は絶大



人を支えている（役に立っている）ミクロ
「ありがとう」
①必要に応えることができた感覚。
②相手に喜ばれた、必要とされた。
③笑顔や心と心が触れた喜びを得られた。
『教えられた』
さりげない一言に癒されたり、成⾧させられた。

リミッター（先入観、偏見、固定概念の限
界・制限）を外させられる



貧困は貧困ということで、選ぶことが制
限され、自分を生きることができない」
「人だけが「選択」した存在になり得
る」～対自存在～

人は、自分と対峙し選択したのち、たえ
ず過去から脱して未来に向かう自由な存
在として、
現在を生きることができる。
（ジャン＝ポール・サルトルより）



社会福祉の総合辞書
「エンサイクロペディア社会福祉学」（623頁）より

「新しい社会福祉実践とは、異 なった生活や認識
を持つ者が互 いに接触し、互いに認め合い、 変化
と成⾧を促し、新しい文化 を創る、そのような取り
組みに貢 献するもの、市民参加型社会の 構築を意
味する…。家族に代わる組織を、 小さな地域単位で
創り上げ、近 所に住む高齢者から幼児までが、 相
互扶助の関係に立って助け合 うネットワークを『当
事者発信（支 援を必要とする人々の発想から』 の
視点から樹立することであ る。」



社会・人類に貢献している
ソウシャルアクション （マクロ）

ケア（心を配る・気にかける・思いをやる）
    を通して社会や人類を豊かにしている

より良い地域となって住みやすくなる
誰もがも幸せになれる社会に変わる
人間の尊厳（すべての人間は、かけがえのない存在）。
社会正義（差別、貧困、抑圧、排除などの無い、自由、平
等、共生に基づ く社会）



人類の悲願
平等
すべての人が人間としての尊厳がある
それゆえ価値ある存在である
自由
すべての人は自分らしく生きられる
共生/連帯（共に生きる）
排除されない



ＯＮＥ TEAM
①個人として身近な人のケアをしよう
②地域社会の家族機能を育もう

出産、育児、教育、介護、死の看取り、社会参加などの機能を備
えた総合的コミュニティを地域で育てよう

③地域みんなで協働しよう
フォーマルサービスや伝統的共同体の組織、活動だけではなく、

ボランティア・NPO法人、社会福祉法人、行政、宗教、企業、学
校、病院などを含め、行政サービスの限界への対応、協働が求めら
れている。（川崎市では始まっている）


